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本資料は、株主、投資家、ならびに報道関係者の皆様に当社の活動内容に関する情報を提供することを目的として作成しています。

将来情報についての注意事項
この資料に記載されております売上高及び利益等の計画のうち、過去または現在の事実に関するもの以外は、当社グループの各事業に関する業界の動向についての見通しを含む経
済状況、ならびに為替レートの変動その他の業績に影響を与える要因について、現時点で入手可能な情報をもとにした当社グループの仮定及び判断に基づく見通しを前提としてお
ります。
これら将来予想に関する記述は、既知または未知のリスク及び不確実性が内在しており、例として以下のものが挙げられますが、これらに限られるものではありません。

・米国、欧州、日本その他のアジア諸国等の経済情勢、特に個人消費及び企業による設備投資の動向
・米ドル、ユーロ、アジア諸国等の各通貨の為替相場の変動
・急速な技術革新と当社グループの対応能力
・財務的、経営的、環境的な諸前提の変動
・諸外国による現在及び将来の貿易規制等
・当社グループが所有する有価証券等の時価の変動

従いまして、実際の売上高及び利益等と、この資料に記載されております計画とは大きく異なる場合があることをご承知おき下さい。なお、当社グループは、この資料の本リリー
ス後においても、将来予想に関する記述を更新して公表する義務を負うものではありません。

著作権等について
この資料のいかなる部分についてもその著作権その他一切の権利は、古河電気工業株式会社に帰属しており、あらゆる方法を問わず、無断で複製または転用することを禁止します。
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Agenda
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1. 光ソリューション領域の全体概要

2. Lightera（ライテラ）事業のビジョンおよび戦略

3. ブロードバンド・ネットワーク事業のビジョンおよび戦略
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＊1 HCF : Hollow-core Fiber,  ＊2 MCF: Multicore Fiber

2030年に向けて

超多心RRケーブル

MCF*2HCF*1

MTフェルール

プリコンケーブル

マルチサービス
ルータ

PON

融着機

革新的な光ソリューションでAI時代のネットワークを構築し、社会の持続的成長を実現する
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売上高・営業利益推移
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2025年度の振り返り

（＋）AI・データセンタ（DC）需要の急増を背景に、ローラブルリボンケーブル・フェルールの需要
が着実に拡大。営業利益は下期にかけて改善

（＋）特殊ファイバ（海底用ファイバ等）は、顧客ニーズへの対応強化により、全体の成長を牽引

（＋）北米での生産性の改善が進展し、国内の増産分と合わせて、生産量が大幅に増加

（＋）グローバル組織としてのオペレーションの柔軟性が向上
（グループ内でのケーブル調達推進、グローバルでのファイバ活用の最適化）

（－）中南米および欧州では構造的課題が継続
（中南米：為替・金利上昇および顧客投資抑制、欧州：市場回復の遅れおよび価格競争の激化）

振り返り

Lightera

事業

ブロードバンド
・ネットワーク

（＋）NOKIA社との共創によって、国内通信キャリア向けに超高速PONの展開を加速

（－）CATV事業者の投資時期ずれにより案件延期が発生
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2030年に向けた事業戦略

 DC需要の取り込み強化、およびグローバル
生産能力の拡張
 重点顧客との関係強化
 データセンタ相互接続(DCI)およびDC内
向け製品の供給能力を増強（光ファイバ、
ローラブルリボンケーブル、フェルール）

 コネクティビティ・プリコンケーブル能
力を拡充

 グローバルでの供給最適化
 次世代技術による差別化
 HCF・MCFエコシステムへの技術開発を
推進

 AI・DCは各地域で力強い投資が継続
 エンタープライズ市場は堅調
 北米テレコム市場

 ダークファイバは拡大局面
 BEAD需要も増加の兆しが見え始めている

 中南米市場
 FTTxは成熟の一方、DC投資は他地域より遅れ

 欧州市場
 テレコム市場は構造的低成長継続、価格は上昇

 中国市場
 通信キャリア投資縮小、AI・DC市場は成長

 国内市場
 CATV市場は成長鈍化傾向
 アクセスネットワーク分野の設備投資継続

リスク：インフレ、人手不足、地政学リスクの高まり

事業環境認識および想定されるリスク 重点施策

Lightera

ブロードバンド
・ネットワーク

 国内CATV事業再編、および国内通信キャリ
ア向け超高速PONの拡販
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Lightera
Holly Hulse
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Lightera 2030 ビジョン

KSF
スピード・柔軟性・顧客需要（数量・納期）への対応力を強
化

DC市場における主要サプライヤーとしての地位を確立 売上構成

戦略的な能力拡張により市場プレゼンスと収益性を向上

非戦略事業の縮小とパートナー活用によりリソース配分を最適
化

4つの市場セグメント向けに高付加価値ソリューションを提供

*1 HSDC：ハイパースケール・データセンタ、*2 MTDC：マルチテナント・データセンタ

- 通信事業者（固定・モバイル）
- ダークファイバプロバイダ

通信ネットワーク
- HSDC*1 および MTDC*2

- エンタープライズ

DC・エンタープライズ
- 医療
- 航空・防衛
- 産業用ネットワーク
- 海底線

特殊ファイバ
- 公益事業
- スマートシティ
- 政府系プロジェクト

公共インフラ等

成長分野 :
HSDCおよびMTDCがメイン

成熟市場 :
DCインフラへの移行

初期市場:
ソリューションの導入拡大余地大

選択的市場:
ニッチ市場

予想 目標

37% 45%

FY25 FY26 FY30

DC Others

>60%

その他
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グローバル事業運営と事業継続

拠点間でのポートフォリオ・生産能力を最適化し、
供給リスクを低減

• 事業継続力の強化と共に、競争優位性を確立

生産能力の拡大

ファイバ、ケーブル、コネクティビティ・ソリューション
への投資拡大により、需要への対応力を強化

米国、メキシコ、ブラジルにて、プリコンケーブル等、接
続ソリューションを強化

市場ポジショニング

データセンタをメインターゲット市場と位置づけ、開発お
よび投資を優先

高機能光ネットワークおよびバックボーンインフラを通じ
て、DCIソリューションを展開

プリコンケーブル等、データセンタ内の高密度光接続ソ
リューションを提供

開発ロードマップ

次世代プラットフォームおよび先進技術システムの開発

• 空孔コアファイバ、マルチコアファイバ、海底用ファイバ

• 超高密度ケーブルおよびプリコンケーブル

• 超高密度光接続製品

Lightera 2030 ビジョン

長期成長を牽引する重点施策
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グローバルネットワーク

DC内接続

• 海底用ファイバ
• 光アンプ用ファイバ

DC相互接続(DCI)
• 光ファイバ ローラブルリボン(12/16心)
     マルチコアファイバ

空孔コアファイバ

• 光ケーブル  ローラブルリボンケーブル
最大13,824心

• フェルールおよびコネクタ
MMC、SN-MT

• ビル間トランクケーブル プリコンケーブル
 最大6,912心

• 一括接続融着機

• 光ファイバ PMF*1 ファイバ (CPO)*2

• フェルールおよびコネクタ
MPO、MMC、SN-MT

• ビル内トランクケーブル プリコンケーブル
 最大3,456心

• コードおよびジャンパー
• ODF (Optical Distribution Frame)

パッチパネル
キャビネット、ラック

事業戦略 - データセンタ（DC）ソリューション

DC市場向け売上高

• 従来のDCI中心から、DC内を含むトータルソ
リューション提供へ拡大

• サプライチェーンの強化 – 納期対応
自社製造に加え、製造委託先および認定パート
ナーを活用し、供給能力と納期対応力を両立

• エンド・ツー・エンドソリューションの開発
自社開発と戦略的技術パートナーシップを組み合わ
せたバランスの取れたアプローチを推進

*1 PMF：偏光保持ファイバ *2 CPO：Co-Packaged Optics

DCをメインターゲット市場として 包括的な製品ポートフォリオ

FY25 FY26 FY30
予想 目標
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FY25 FY26 FY30

事業戦略 – ローラブルリボンケーブル
ファイバ・ケーブル グローバル製造拠点

生産能力の拡張

• 顧客の需要拡大に対応するため、RRケーブルの生産
能力をグローバルに拡大

• あわせて、ケーブル生産能力に対し不足するファイ
バも増産を進める

ローラブルリボン(RR)ケーブル

13,824心RRケーブル

288心から13,824心までの製品ラインナップで、
DCI、DC内、メトロ、キャンパス等、
幅広い用途に適用

グローバルに統合された製造・供給体制により、
納期遵守・事業継続性・コスト競争力を確保

RRケーブル生産能力

*赤字はRRケーブル生産拠点

予想 目標 12



事業戦略 – VSFFフェルールおよびコネクタ

MMCコネクタ SN-MTコネクタ

市場

•DCI、DC内に向け、コンポーネント単体およびプリコンケーブル等
のソリューションを展開

•フェルール (TMT*1*5/SN-MT*2) および VSFF*3コネクタ
(MMC*4/SN-MT) の生産能力を拡大

戦略および重点施策

*1 MT：メカニカル・トランスファー・コネクタ *2 VSFF：超小型フォームファクタ *3 MMC：ミニチュア・マルチファイバ・コネクタ *4 SN-MT：センコ-MT *5 TMT：タイニーMT

生産拠点

フェルール
TMT | SN-MT              

コネクタ
MMC | SN-MT              

ケーブル
RRケーブル

アセンブリ
プリコンケーブル
トランクケーブル

需要拡大に対応するため、生産能力拡大および
技術開発への投資を継続

光ファイバ

エンド・ツー・エンド

生成AIの拡大に伴い、GPU間接続の増加により
DC内の光接続数が急増

FY25 FY26 FY30
予想 予想

VSFF製品群 生産能力
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白山 VSFF多心光コネクタに対応するTMTフェルールの量産に向け工場新設   
～ AIデータセンタ市場向け需要の急増 に対し、次世代光コネクタの供給体制を強化～ 

力強い成長と次世代コネクティビティ
への移行

• 生成AIの急速な普及により、HSDCの
拡張が加速

• 高密度化の進展に伴い、 VSFF接続への
移行が加速。

市場動向 重点施策

VSFF供給体制の強化

6月2日プレスリリース

 MMC／TMTフェルールでマルチソース（相互供給）体制を確立 （2026年2月）
     （白山／SANWA Technologies／US Conec）

 石川県において白山第二新工場（仮称）を建設し、TMTフェルール生産能力を増強
• 投資額：約50億円
• 稼働開始：2028年4月（予定）
• 主力製品：次世代VSFFコネクタ向けTMTフェルール
• 生産設備：約1.5倍に拡張

事業戦略 – VSFFフェルールおよびコネクタ
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事業戦略 – コネクティビティ・ソリューション
プリコンケーブル／接続製品 グローバル製造拠点

プリコンODF
プラットフォーム

MPO／VSFF プリコンケーブル

ラック

超高密度パッチパネル プラットフォーム

設計から実装まで一体化したコネクティビ
ティ・ソリューションを提供

• DC内の接続製品、DCI向け
プリコンケーブルの生産能力拡大

• 製造パートナーの活用により、
供給能力を補完

コネクティビティ・ソリューション
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今後の取り組み – 次世代ソリューション

空孔コアファイバ (HCF) マルチコア光ファイバ (MCF)

ソリューション

マルチコア
ファイバ

標準
光ファイバ

空孔コア
ファイバ

（アンチレゾナント型）

融着機トランクケーブル

• 量産化に向け準備中（27年度中を目標）
• コネクティビティの開発を継続

• 海底用の商用化に向け準備中（27年度中を目標）
• 陸上用ソリューションの技術開発を継続

高速・低遅延データ転送 高密度・高帯域幅 – 小型フォームファクタ

標準
光ファイバ

コネクタ付きケーブル 融着機
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Thank you
Holly Hulse
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ブロードバンド・ネットワーク事業
長谷川 誠
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2030年までにブロードバンド･ネットワーク事業の売上を1.5倍へ

成長が期待できるキャリア事業拡大既存事業の強化と新規事業への投資で
売上 1.5倍

売上拡大1 事業ポートフォリオの変革2

87%

13% 既存事業（CATV等）

キャリア
2025

2030

35%

65%

×1.5

2025 2030
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既存事業競争力強化

ソリューション力強化 ソリューション開発体制の効率化 顧客サポート体制の強化

• CATV事業者の光インフラをより
高い水準でワンストップ提供へ

• オールIP化という市場の変革を  
サポートする開発体制を強化

• 重複機能解消による実務の効率化

• 顧客のニーズを捉えたソリュー
ション開発のスピードアップ

• ワンストップソリューションの  
提供による事業価値拡大

• ナレッジ・スキルの融合による   
ソリューション営業力強化

古河電工

ミハル通信 古河ミハル
ソリューション社

通信システム

放送システム

中継装置

光通信事業で強み 映像・無線事業で強み

古河電工 ミハル通信

古河ミハルソリューション株式会社を設立、国内CATV市場でNo.1ソリューション提供会社へ
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キャリア事業拡大で売上創出、利益拡大へ

工場

超高速・低遅延化、AI活用で自動化、低消費電力化

住宅 スタジアムオフィス・商業施設

データセンタ

鉄道・道路インフラ

オールフォトニクスネットワークの世界を実現するために経済性に優れたPON技術をさらに普及へ

キャリア事業者のインフラ高度化貢献で
安定供給、低消費電力化、およびAIを使った
運用自動化促進に貢献

メタルインフラ代替で
インテリジェント化
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ご清聴ありがとうございました

Thank You
古河電工グループ パーパス

https://www.furukawaelectric.com/purpose/
https://www.furukawaelectric.com/purpose/
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補足資料 - Appendix
補足資料 事業概要
補足資料 製品紹介
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Appendix 事業概要

事業環境(主な収益機会) 強み
• AI・DC向け投資が各地で継続
• エンタープライズ市場は堅調
• 北米テレコム市場は好調
（ダークファイバ、BEAD）

• 国内CATV市場は成長鈍化傾
向も、アクセスネットワーク
分野の設備投資は堅調

• AI・DC向け製品群と技術
• 米国内に主力生産拠点を保有
• グローバルな生産、供給体制
• 国内CATV市場における顧客

基盤
• PON技術とNOKIA社との提携

事業環境(主なリスク・脅威) 課題
• 光ファイバ不足の顕在化
• 原材料、エネルギーコスト
• 地政学上の不確実性
   （米中対立、関税など）

• 需要に応じた生産能力の確保
• 新製品のタイムリーな開発
• コスト上昇分の価格転嫁
• 中南米、欧州での業績回復
• 事業ポートフォリオの改善

環境分析

基本方針
Lightera
• 通信、DC・エンタープライズ、公共インフラ等、各市場セ

グメントで高付加価値ソリューションを提供
• 特にDCを軸にポートフォリオを再構築し高収益化を実現。

ブロードバンド・ネットワーク
• 既存事業強化と新規事業への投資による収益拡大
• 事業ポートフォリオの変革

主な戦略
Lightera
• DC需要の最大限取り込み
• DC向けトータルソリューションの提供
• 大規模・グローバルな生産能力の増強
• コネクティビティ・プリコン製品群整備と能力拡充
• HCF、MCFなど市場ニーズに応える新技術を開発

ブロードバンド・ネットワーク
• 国内CATV事業再編による既存事業競争力強化
• ノキアとの共創による国内キャリア向けPONの拡販

ビジョン2030に向けた事業戦略
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Lightera ブロードバンド・ネットワーク

製品写真

データセンタ ● ● ● ●

カーボンニュートラル ● ● ● ●

インフラ強化 ● ● ● ●
モビリティ

(自動運転・電動化)
● ● ● ●

主な製品

低損失ファイバ
低曲げ損失ファイバ
低遅延ファイバ
海底用ファイバ
特殊ファイバ 等

光ケーブル全般
（ローラブルリボンケーブ
ル等を含む）
LANケーブル

光接続製品
（MTフェルール等を含む）
融着機

 FTTHシステム
 無線システム
 ネットワークルータ

主な用途

ブロードバンドネットワーク
エンタープライズネットワーク
ダークファイバネットワーク
データセンタ/データセンタ間接続
海底ネットワーク

スマートグリッド
スマートシティ
監視・センシング

 通信放送サービス
 映像伝送
 無線インフラ
 高速・大容量通信サービス
 VPN サービス

主な顧客

通信事業者・通信工事会社、インターネットサービスプロバイダ
データセンタ事業者・ダークファイバ事業者
電力、鉄道、高速道路等、各種インフラ事業者

 通信事業者
 CATV事業者
 自治体
 一般企業

Appendix 製品紹介
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